
測定条件 

○模型の縮尺：1/25 
○車両の長さ：100m相当 
○音源の位置：車両下部 
○音源の種類：エアジェット一様有限長線音源 

鉄道の沿線条件に対応した 
騒音評価 

Quantitative Estimation of Railway Noise 
in Consideration of Wayside Conditions 

【概要】 
  鉄道沿線では、鉄道周辺の構造物によって反射や遮蔽が生じ、騒
音に影響を及ぼす場合があります。ここでは、鉄道上空に設置された
跨線橋および騒音測定点の背後の建物を取り上げ、音響模型試験を
用いて、反射・遮蔽による影響を定量的に評価する手法を紹介します。 

【特徴】 
   音響模型試験では、鉄道沿線の構造物等を簡易に模擬することが
でき、その結果を基に、沿線騒音に対する個々の構造物による影響を
定量的に評価することができます。加えて、その評価結果を用いて反
射や遮蔽による影響量を算出する予測モデルを構築し、同様の沿線
条件での影響量を推定することができます。 

【用途】 
   鉄道の沿線騒音において、跨線橋、背後の建物等の沿線条件に対
応した騒音の影響量を、定量的に評価することができます。 

図1 縮尺模型を用いた音響模型試験の実施例 

表示寸法：現車換算値 
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図3 建物が沿線騒音に及ぼす影響の評価例 

（音響模型試験結果：測定点の背後に建物壁面がある場合） 
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近似式により 
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図2 跨線橋による沿線騒音レベル（車両下部音）の増加量の分布 

（跨線橋あり－跨線橋なし） 

(a) 模型実験の結果 

(b) 予測計算の結果 

予測計算によって音響模型
試験の結果をほぼ再現でき
ることを確認しました。 

音源：車両下部音（高さ：R.L.） 

鉄道高架橋  
高さR.L.～G.L.：+7m 

車両位置（近接側） 

予測計算の手法： 
鏡像音源を跨線橋裏面を
反射面として設定。 
反射音は、鏡像音源からの
反射面と同じ幅のスリットを 
通過する音として評価して
います。 
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ΔL：回帰線を近似式とします。 
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